
在宅療養支援診療所数
165

158

施策2

県内自治体病院の医師数 人
H27比増 414.9

％
H24比増

2,200

在宅医療の推進

(H28) (H27) (H28)

地域の開業医
かかりつけ医のための医療・介護連携研
修事業

2

B

14,300 
地域の医師会、
開業医等

金沢大学医学
類特別枠生

2,200 

144,000 144,000

3,628

A

7,136 B

継続B

B

施策2 医療連携体制の整備

課題

137.5
施策1

現状値

施策

終了

1
（H28)

継続
158

431.8

地域の開業医、
介護従事者等（H24※) （H25)

課題1

1 認知症医療体制推進事業
(H29)

医療・介護情報共有推進事業

課題2 4,500 

医療機関数

認知症高齢者の早期退院と在宅療養
の支援

（年度）

(H28)

(H27)

50 41.7 -

(H26)

145.5

単位
目標値
（年度）

現状値

在宅療養支援診療所数

(H27)

寺西　義行

室次長

室次長

氏名 寺西　義行

氏名職

評価

-
Ｂ

評価

施策体系シート（行政経営Ｂシート）

組織 地域医療推進室 職

評価者 組織 地域医療推進室

作成者

施策の目標 成果指標 単位
目標値
（年度） （年度） （年度）

今後の
方向性

事業の
有効性

H27比増 165

人
145.5

(H28)

(H28)

Ｂ

対象

1
(H27)

-

（年度） （千円）

医師の確保と資質の向上
人口10万人対医療施設従事医師数（能登北
部）

人

(H31)

課題に対する主な取り組み

予算

緊急医師確保修学資金貸与事業
(H26)

継続

（千円）

決算

施策の目標達成に向けて重点的に取り組むべき課題

成果指標 事務事業

(H31)

(H29)

137.5人口10万人対医療施設従事医師数（能登北
部）

施策1 課題1 医師確保対策

新規認知症入院患者の2ヶ月以内退院率
※　厚生労働省の直近公表値

％

継続2 地域病院医師確保サポート事業
金沢大学付属
病院

18,500 18,500
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事業の概要

（参考）義務年限中の勤務形態

事務事業シート（行政経営Ｃシート）

事務事業名 緊急医師確保修学資金貸与事業
事業開始年度 H21 事業終了予定年度 H36 作

成
者

組　　織 地域医療推進室
根拠法令
・計画等

緊急医師確保修学資金貸与条例及び同規則
職・氏名 主事　酒井　玲奈
電話番号 076 225 1449 内線 4173

施策・課題の状況
○国の緊急医師確保対策に基づき、金沢大学医学類の入学定員が平成２１年度から
　５人増員されたことを受けて、修学資金貸与制度を創設
○骨太の方針2009に基づき、平成２２年度よりさらに５人増員。
○卒業後は金沢大学附属病院で臨床研修を行った後、県が指定する病院で勤務する。

貸与対象者：金沢大学医学類の医学生で、本県の地域医療に貢献する強い
　　　　　　　意思を持っている者

貸与人数：Ｈ２１入学者：５人
　　　　　　　Ｈ２２～２９入学者：毎年１０人
            　Ｈ３０、３１入学者：毎年５人

貸 与 額：年額２,４００千円（月額２０万円）

施策 医師の確保と資質の向上 評価 B
課題 医師確保対策

指標 人口10万人対医療施設従事医師数（能登北部） 単位 人
目標値 現状値

平成31年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度
137.5 137.5 - 145.5 - -

事業費
（単位：千円） 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

事業費
予算 84,000 108,000 132,000 144,000 144,000
決算 84,000 103,200 132,000 138,000 144,000

一般
財源

予算 48,000 60,000 72,000 72,000 72,000
決算 48,000 55,200 72,000 66,000 72,000

事業費累計 192,200 295,400 427,200 565,400 709,400

今後の方向性

（県民ニーズ、
緊急性、県関
与のあり方等

を踏まえ、今後
どのように取り

組むのか）

継
続

医師確保が大きな課題となっている能登北部地域等にとっ
て不可欠な事業であり、今後とも継続していく。

評価
項目 評価 左記の評価の理由

事業の有効性

（費用対効果
の観点も含

め、この事業
が課題解決に
役立ったか）

B
将来地域医療に貢献する意思を持っている４５名から応募
があり、予定している１０名に貸与することができた。
平成２９年度より、第１期生が地域医療の現場で診療に従事
しており、能登北部の医師確保に貢献している。

卒　後 義務年限終了↓

★身分：勤務先の身分

（指定医療機関）
※６年間総額14,400千円 市立輪島病院、珠洲市総合病院、公立穴水総合病院、公立宇出津総合病院、

公立能登総合病院、公立羽咋病院、町立富来病院、志雄病院、
公立つるぎ病院、河北中央病院、公立松任石川中央病院、金沢市立病院、
小松市民病院、加賀市医療センター、能美市立病院、
県立中央病院、県立高松病院、金沢大学附属病院、金沢医科大学病院、金沢医療センター

※上記の指定医療機関のうち、能登北部の自治体立病院を中心に、

知事が個別に従事先の病院を指定

５年目

修学資金貸与
（月額20万円（年額240万円)）

勤　務

指定医療機関のうち、
能登北部の自治体立病院を
中心に指定

（３～５年目と同じ）

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ９年目６年目

県立中央病院、
金沢大学附属病院
等

７年目 ８年目

在学
（６年間） 金沢大学附属病院

臨床研修 勤　務 後期研修

指定医療機関
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事業の概要

○ 目的

○ 事業概要

対象診療科　：　麻酔科、小児科、産婦人科

○対象経費：　人件費、活動費

○補助額　：　18,500千円

○事業期間：　平成２７年度～平成２９年度（３年間）

事務事業シート（行政経営Ｃシート）

事務事業名 地域病院医師確保サポート事業
事業開始年度 H２７ 事業終了予定年度 H２９ 作

成
者

組　　織 地域医療推進室
根拠法令
・計画等

医療介護総合確保促進法に基づく石川県計画
職・氏名 主事　小林　祐樹
電話番号 076 225 1449 内線 4109

施策・課題の状況
施策 医師の確保と資質の向上 評価 B
課題 医師確保対策

指標 県内自治体病院の医師数 単位 人

404.3 413.8 412.9

　地域の病院で医師の不足感が強い小児科、麻酔科、産婦人科等の診療科では、近年、女
性医師の割合が多くなっており、妊娠・出産・育児などのため、地域の病院への派遣に消
極的であったり、派遣されても当直が困難といった声も多いことから、地域の病院の医師
確保に向けて、金沢大学附属病院による地域の病院への派遣医（特に女性医師）の勤務支
援体制を構築するため、金沢大学附属病院による「地域病院サポートチーム」の編成に対
して助成

目標値 現状値
平成28年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

H27比増 414.9 431.8

医師の地域偏在がある診療科において、地域の病院を支援するための「地域病院サポート
チーム」を編成 事業費

（単位：千円） 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

事業費
予算 18,500 18,500
決算 12,000 18,500

①　チーム内の勤務調整により、地域の派遣医（病院）の要望に応じ、宿日直勤務など
　　の代替要員を派遣

一般
財源

予算 0
決算 0

小児科、麻酔科、産科において、「地域病院サポートチー
ム」を編成したことにより、麻酔科、小児科において各２名の
常勤医を地域の病院に派遣することができた。
また、代替要員として小児科では、２病院で毎日外来診療の
ため出向し、更に3病院で、月に１－２回、週末の日当直支
援を行った。麻酔科では、２病院で週２回の手術麻酔の派
遣を行った。産科では、８病院で週に１－２回、外来診療、
日当直、手術の応援等の派遣を行った。

事業費累計 0 0 0 12,000 30,500

今後の方向性

（県民ニーズ、
緊急性、県関
与のあり方等

を踏まえ、今後
どのように取り

組むのか）

継
続

地域の病院で医師確保が厳しい診療科において、今後も金
沢大学附属病院における各診療科の「地域病院サポート
チーム」への支援を実施し、地域の病院への派遣医及び代
替要員の派遣を継続する。

②　代替要員派遣により地域病院での勤務が可能となる女性医師等を派遣し、地域病院
　　の常勤医を増員

評価
項目 評価 左記の評価の理由

事業の有効性

（費用対効果
の観点も含

め、この事業
が課題解決に
役立ったか）

B
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事務事業シート（行政経営Ｃシート）

事務事業名 医療・介護情報共有推進事業
事業開始年度 H27 事業終了予定年度 H29 作

成
者

組　　織 地域医療推進室
根拠法令
・計画等

医療介護総合確保促進法に基づく石川県計画
職・氏名 主事　堂高　誠
電話番号 076 225 1468 内線 4126

　１　事業の目的
　　　在宅医療・介護では、診療所、訪問看護ステーション、訪問介護事業所など異なる事業所に属
　　する多職種が患者情報を共有し、共同で患者に必要な治療やサービスの提供を行っていくことが
　　不可欠である。
　　　在宅医療・介護に携わる多職種が必要な患者情報を常時共有できるよう、ＩＴを活用した情報共
　　有の仕組みを構築する。

　２　事業の概要
　　医療と介護の連携を促進するため、ＩＴを活用し、在宅医療・介護に携わる多職種の情報共有を行う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（交付先：（公社）石川県医師会）

　　（１）多職種の情報共有へ向けた検討会等の開催
　　　　セキュリティ対策等基本ルールを策定するための検討会や在宅医療連携グループへの説明会
　　　　等の開催

　　（２）在宅医療連携グループへの支援
　　  　①　かかりつけ医の電子カルテへの情報共有機能の整備
　　　　　　　かかりつけ医の電子カルテの情報を共有するための機能の整備

　　　　②　タブレット端末の配備
　　　　　　　訪問看護ステーションや訪問介護事業所等へ患者情報の書き込みや写真の登録を行うため
　　　　　　　のタブレット端末を配備

　　　　③　情報共有ルールの検討
　　　　　　　情報共有のルール（共有情報の内容など）を決めるための検討会の実施

施策・課題の状況
施策 医療連携体制の整備 評価 B
課題 在宅医療の推進

指標 在宅療養支援診療所数 単位 機関

目標値 現状値
平成29年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

H24比増 145 160 182 165 158

事業費
（単位：千円） 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

事業費
予算 14,300 14,300
決算 11,800 7,136

一般
財源

予算 0 0
決算 0 0

事業費累計 0 0 0 11,800 18,936

今後の方向性

（県民ニーズ、
緊急性、県関
与のあり方等

を踏まえ、今後
どのように取り

組むのか）

継
続

　高齢化が進行する中、地域包括ケアシステムの重要な部
分を担う在宅医療・介護の需要は今後益々増大していくと考
えられるため、引き続き、在宅医療・介護に関わる多職種間
での情報共有をより普及・強化するため、ITを活用した情報
共有の体制整備を行っていく。

評価
項目 評価 左記の評価の理由

事業の有効性

（費用対効果
の観点も含

め、この事業が
課題解決に役

立ったか）

B

　
　かかりつけ医の電子カルテ情報を共有する機能の整備お
よび、訪問看護ステーションに患者情報の書き込み等ができ
るタブレット端末を配付したことで、在宅医療・介護に関わる
多職種が患者情報を常時共有できるようになり、患者へより
質の高い治療やサービスの提供ができる体制づくりにつな
がっている。

　(H28実績）
・情報共有機能の整備：5施設
・タブレット端末の配布：19事業所、39台配布
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事務事業シート（行政経営Ｃシート）

事務事業名 かかりつけ医のための医療・介護連携研修事業
事業開始年度 H27 事業終了予定年度 H2８ 作

成
者

組　　織 地域医療推進室
根拠法令
・計画等

医療介護総合確保促進法に基づく石川県計画
職・氏名 主事　堂高　誠
電話番号 076 225 1468 内線 4126

　１　事業の目的
　　　高齢化が進み、今後、団塊の世代が後期高齢者となる2025年問題を迎えようとしている中、
　　高齢者が住み慣れた地域で生活していくためには、医療や介護等が連携し高齢者を支えてい
　　く必要があるため、その中で核となる「かかりつけ医」に、複数の病気を抱えかつ介護等を必要
　　とする高齢者に的確に対応していくための総合的な能力を身に付けてもらうことを目的とする。

　２　事業の概要
　　　かかりつけ医機能を担う診療所医師を対象として、、①介護保険制度や福祉サービスなどに
　　も対応することができる能力を身に付けるための研修や、②老年医学、予防医学などの総合的
　　な診療能力を向上させるための研修を行う。（交付先：（公社）石川県医師会）

　　　対象者：かかりつけ医機能を担う診療所医師（内科：約600人）

　　　研修内容
　　　　　①介護保険制度や福祉サービスなどにも対応することができる能力を身につけるための研修
　　　　　　　・介護保険制度の中で展開している行政の施策
　　　　　　　・市町で行っている福祉サービス　など
　　　　　②老年医学、予防医学などの総合的な診療能力を向上させるための研修
　　　　　　　・疾患ごとの高齢者に向けた治療法や対応
　　　　　　　・胃ろうの造設などの医療倫理や終末期ケアについて　など

施策・課題の状況
施策 医療連携体制の整備 評価 A
課題 在宅医療の推進

指標 在宅療養支援診療所数 単位 機関

目標値 現状値
平成29年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

H24比増 145 160 182 165 158

事業費
（単位：千円） 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

事業費
予算 2,200 2,200
決算 1,400 2,200

一般
財源

予算 0 0
決算 0 0

事業費累計 0 0 0 1,400 3,600

今後の方向性

（県民ニーズ、
緊急性、県関
与のあり方等

を踏まえ、今後
どのように取り

組むのか）

終
了

　目標の人数以上の受講が達成でき、十分な数の地域包括
ケアシステムの核となるかかりつけ医の、介護その他福祉
サービスや、高齢者医療に関する知識を向上させることがで
きた。

評価
項目 評価 左記の評価の理由

事業の有効性

（費用対効果
の観点も含

め、この事業が
課題解決に役

立ったか）

A
　研修会は想定６００人のところ６７５人の参加があり、今後増
加する高齢者が、住み慣れた地域で生活していくために必
要な地域包括ケアシステムの核となるかかりつけ医の知識向
上につながっている。
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事務事業シート（行政経営Ｃシート）

事務事業名 認知症医療体制推進事業
事業開始年度 H26 事業終了予定年度 作

成
者

組　　織 地域医療推進室
根拠法令
・計画等

石川県医療計画、石川県長寿社会プラン
職・氏名 主事　堂高　誠
電話番号 076 225 1468 内線 4126

　１　現状と課題
　　○本県の認知症高齢者数は、平成24年時点で約4.3万人であり、平成37年（2025年）には、約6.5
　　　 万人～7万人に達すると見込まれている（「石川県長寿社会プラン2015」）。
　　○平成27年1月に策定された「新オレンジプラン」では、かかりつけ医の認知症対応力を高めるための
　　　 研修や、かかりつけ医の認知症診断等に関する相談役となる認知症サポート医の養成を進めることと
　　　 されている。
　　○認知症高齢者ができる限り住み慣れた地域で生活していくためには、身近な存在であるかかりつけ医
　　 　が認知症についての正しい知識を身につけるとともに、看護師やケアマネージャーなどの多職種と連携
　　　 しながら、認知症高齢者の状態を把握し、適切な対応を行って行く必要がある。

　２　事業の概要

　　①かかりつけ医等認知症対応力向上研修
　　　 　 認知症患者の身近な存在であるかかりつけ医等が、認知症に関する正しい知識や多職種との連携
　　　 方法を学び、適切な診断や患者・家族への支援を行うことができるよう研修を企画・開催する。

　　　 ■研修カリキュラム
　　　　　座学(90分)1回＋多職種が参加する事例検討会(120分)2回
　　　　　　 ※座学:年2回開催（テレビ会議を活用し、4会場で同時開催）
　　　　　　　　事例検討会：県内の郡市医師会単位（金沢市のみ4地区）で延べ23回開催
　　②認知症サポート医の養成
　　　(１)認知症サポート医養成研修への医師の派遣
　　　　  地域でかかりつけ医の相談役となったり、かかりつけ医研修の企画運営を行う認知症サポート医を
　　　 養成するため、国立長寿医療研究センターが実施する「認知症サポート医養成研修」に県内医師を
　　　 派遣する。
　　　　　※平成30年度までに全市町での設置が義務づけられている「認知症初期集中支援チーム」には、
　　　　　　 認知症サポート医である医師が参加することとなっている。

　　　(２)認知症サポート医のフォローアップ研修の開催
　　　　  養成した認知症サポート医が地域で適切に役割を果たせるよう、認知症の診断・治療・ケアに関す
　　　 る最新の知識の講義や、対応困難事例の検討を行う研修会を開催する。

　　③認知症医療体制推進委員会の開催
　　　　　本県の認知症医療体制に係る施策の方向性（研修の企画等も含む）について検討を行う委員会を
　　　 開催。（長寿社会課が所管する「石川県認知症施策推進会議のワーキンググループとして位置付け
　　　 られている。）

施策・課題の状況
施策 医療連携体制の整備 評価 B
課題 認知症高齢者の早期退院と在宅療養の支援

指標 新規認知症入院患者の2ヶ月以内退院率 単位 ％

目標値 現状値
平成29年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

50% 41.7% 41.0% 42.1% 42.1% -

事業費
（単位：千円） 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

事業費
予算 3,000 5,500 4,500
決算 3,000 4,486 3,628

一般
財源

予算 0 0 0
決算 0 0 0

事業費累計 0 0 3,000 7,486 11,114

今後の方向性

（県民ニーズ、
緊急性、県関
与のあり方等

を踏まえ、今後
どのように取り

組むのか）

継
続

　高齢化が進行する中、認知症患者数は今後ますます増加
していくことから、医療・介護に携わる多職種が協力し、認知
症患者を地域で支える体制を構築・強化するため、今後も引
き続き、かかりつけ医向けの研修会や各地域ごとの関係者を
集めた事例検討会を開催していく。

評価
項目 評価 左記の評価の理由

事業の有効性

（費用対効果
の観点も含

め、この事業が
課題解決に役

立ったか）

B

　かかりつけ医等を対象に研修会を開催するとともに、県内１
２の地域で医療と介護に携わる多職種を対象とした認知症
の事例検討会を開催することで、関係者間の連携が強化さ
れ、認知症診療や介護の質の向上により、認知症患者を地
域で支える体制づくりにつながっている。

（H28実績）
・研修会：年２回
・事例検討会：延べ２３回
・修了者数：４１４人


